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は し が き

地域計画の構想を立案す る上で,非常に大

切な ことは, 計画地域内の構成 1)を組み立て

ることにあるが,計画された地域構成が往 々

に して計画者の達観的な判断で定め られるこ

とが多い｡ しか しなが ら,いずれの地域に も

永い歴史が秘め られていることを考えるな ら

ば, こうした判断 もできる限 り,科学的根拠

に裏付けられた ものであることが望まれる｡

本報は,そのような場合に必要 とされる計

画的地域区分を析出す る方法 についての 1研

究事例である｡また, ここで述べた地域構成

は地域計画の粗い構想を立案することを前提

としている｡ したが って,地域構成分析 とし

ては,資料的には不十分な点 もあ ったか,デ

ータの少ない比較的開発の遅れた地域におけ

るこの種の分析に関する方法の可能性を検討

してみた ものである｡

Ⅰ 地域構成要因と調査単位

地域構成上要因には次 に掲げるものをとり

上げた｡2)

*京都大学農学部 ;FacultyofAgriculture,Kyoto

University

1)本報でいう地域構成とは,対象地域にある最小
の地域単位と全対象地域との階層的な関係性を
いう｡地域の階層的な関係性とは最小地域単位
がいくつか集まり,一つのまとまった 1ランク
上位の地域を形成し,そうした地域がまたいく
つか集まってさらに1ランク上位の地域を形成
するという関係で,次々と地域が階層的につな
がっていることをいう｡具体的には,対象地域
がどういう下位地域で構成され,それらが相互
にどのような関係にあるかという対象地域全体
の構造をいっている｡

(i) 自然的要因 地形,地質,土壌,土

地利用,水利用

(ii)社会的要因 人口,地方行政組織,

社会構成,言語

GiO 生産 ･生活関連要因 水稲, ゴム,

2)自然的要因の中で,植生についても考慮すべき
であるが,山田 [1]の考察が主として北部低湿
地に限定されたことと,このレベルの地域構成
分析では土壌に関する古川 [2]の考察で十分と
判断したため省略した｡また社会的要因の中で
宗教についても考慮する必要があるが,本地域
では宗教がほぼ回教に限定されていると判断さ
れたため,宗教的には地域が均質であるとみな
した｡
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コーヒーなどの農業生

産,テ レビ数

(iv) 交通 道路,水路

調査地域 は パ レンバ ン南部 の OKI地 域

(OganKomeringllir)と OKU 地域 (Ogan

KomeringUlu)の領域に限定 した｡ また調

査上,資料収集単位はわが国の市町村に相当

する, 行政上の最小単位である Marga(マ

ルガ) とした｡

自然的要因は主として地形図,地質図によ

り,その他は 古川 [2],海田 [3],高谷 [4]の

報告を参考 とした｡社会的要因は坪内[5],≡

谷[6]報告のほかに人口は Margaごとのデー

タ調査3)によった｡生産については高谷[4]報

告を参考にするとともに人口と同 じくMarga

ごとのデータ調査によって得た ものである｡

Ⅲ 地域社会の階層性

わが国で地域計画を構想する上で前提とし

ている大まかな 地域社会の 階層性は,隣 組

- 農業集落 (または町内会)- 旧町村 (小

学校区)- 薪市町村- 広域市町村圏(旧郡)

- 県 といった体系として理解 されている｡

ところが,発展途上国においては, こうし

た地域社会の階層性自体が不明確である場合

が多い｡そこで, ここでは社会的要因として,

人口および言語の分布,並びに行政区域をと

りあげて,大まかな地域社会構成をみる｡

Ⅱ- 1 人 口 の 分 布

本地域の人 口の ヒス トグラム (図 1)でみ

るとMarga単位では人口5,000-10,000人の

ところが全体の32パーセ ントを占め,人口密

度でみて も Margaの60パーセ ントまでが20

人/km2 以下である｡

地域別の人口分布をみると図 1に示すとお

りである｡5万人以上の Margaは 4Marga

で, そ れ ぞ れ タンジョンラジャ (Tanjung

Raja)65千 人, チュンパカ (Cempaka)54

千人,プアイブムカバ ンサラジャ(BPBRaja)

80千人,プムルタン(Pemulutan)52千人であ

る.全体的にみて,OKIではプムルタン,メ

ンジョンラジャ,カユアダン(KayuAgung)

が コム 1)ン(Komering)川とオガ ン (Ogan)

川の人口集積地として,パ レンバ ンの影響を
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受 けている｡さらにパ レンバ ンの影響を受 け

ているとみ られるのは比較的台地の多いタン

ジョンバ トゥ(TanjungBatu),プガガ ンイ リ

ルスクⅠ,Ⅱ(PegaganllirSukuI,Ⅱ),シ

ラプラウパダ ン(Sirahpulaupadang),ジェジ

ャウィ (Jejawi)である｡これとやや離れた人

口集積地はブンクラ (Bengkulah)である｡し

たが って,OKIではタンジョンラジャ,カユ

アダンが中心 となり,周辺にタンジョンバ ト

ゥ,ブンクラ,プムルタン, シラプラウパダ

ンなどの人口集積地が分布する｡

一方,OKUではバ トゥラジャ(BatuRaja),

プアイブムカバ ンサラジャ (中心地はムンチ

ャクカバウ,MuncakKabau)-マルタプラ

(Martapura)の 2中心地のほかに,チュンパ

カ,ブ リタ ン (Belitang),プア イブ マチャ

(BuayPemaca),ブアイラワン(BuayRawan),

ラナウ (Ranau)などが中心地とみ られる｡プ

ラウプ リンギ ン (PulauBringin)やムアラ ド

ウアキサム (MuaraDuaKisam)にはこれ

といった人口集積はみ られない｡

Ⅱ- 2 言 語 分 布

言語については三谷 [6]が詳細に論 じてい

3)ここでデータ調査とは調査員が各 Margaに出
向き,人口,土地面積,就業人口,農業生産,
生活状況などのデータを収集したものをいう｡
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るが
,
全体的にマレー語系で,一
部はランボ

ン語系である｡
前者にはオガン語,スムン
ド

語といった区別があり,
後者にはコムリン語,
ダヤ語
,
ラナウ語などがある
｡

すなわち
,OKUの言語分
布は大別すると
,

バトゥラジャを中心とするオガン語,
シンパ

ンマルタプラあたりまでのコムリン語･,ムア

ラ ドゥア, シンパ ンのダヤ語,南部にあるラ

ナウ語,スムンド語,およびブ リタンの移住

民のジャワ語 に分けられる｡

一方,OKIでは言語分布を分離するのが

むずか しいが,カユアダンが少 々特殊なラン

ボン語系であるほかは,大体マ レー語系のよ

うである｡その中ではタンジョンバ トゥのプ
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が,南スマ トラの場合には Kecamatan(クチ

ャマタン)という行政府がある｡ここには政府

か ら役人が派遣され,行政上の最終末端 とな

っている｡

図2 社会構成の対比

ナサ ック(Penasak)語が比較的はっきり分か

れ,ムアラクアン (MuaraKuang), プガガ

ンウル (PegaganUlu),プダ マ ラン(Peda一

maran)がオガン語系であるのを除き, その

他は必ず しも明確でない｡

Ⅱ-3 行 政 区 構 成

本地域の行政区の構成を日本の場合 と対比

してみると図 2に示すとおりである｡

わが国の農業集落的概念

で把えることができる地域

構成上の単位は Ⅹampong

(カンポン)4)であり,それが

い くつか集まってできてい

るのがDusun(ドゥスン)で

ある｡Dusunはどちらかと

いえば自然発生的行政単位

であり,わが国の旧町村 と

似ており,それ らが集まっ

てできている Margaは今

日のわが国における合併市

町村 という意味合いに近い｡

わが国の場合は Marga(市

町村)と県 との間 (郡に相

当)に行政上の単位はない

4)その他 Kampongに相当す

る集落単位はタラン(Talang),
ウンプラン (Umbulan)な

どとも呼ぶが,ここでは

Kampongで代表する｡[5]

510

Ⅱ-4 地 域 社 会 区 分

上述 した三つの地域社会の要因か らみた範

囲で,等質的な地域社会の区分を試みると,

およそ図 3にみられるとおりである｡

この区分は Kecamatan単位をい くつかま

とめた構成であり,OKI,OKU 内で10地区

に分けられる｡この区分は言語区分に人口集

積地のあり方を重ね合わせ,それに Kecama-

tan構成を加えてある｡言語によってまとま

った Kecamatanを構成するものには OKU

ではスムンド語,ダヤ語,オガ ン語, コム リ

ン語であり,いずれ もその境界が Kecamatan

の境界に近 くなっている｡ OKIで も ブナサ

図 3 地 域 社 会 構 成
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ック語はほぼ一つの Kecamatanである｡

こうした 点か らみると, 今 日ある Keca-

matanは歴史的には言語などの等質性のつな

が りか ら徐 々に形成されてきたことが うかが

われる｡

Ⅲ 自然的地域構成

原始的な人間生存の必須条件は水と食糧の

確保であり,次いで,野獣,病気,災害など

に対する人間の安全性を確保することにあっ

たことは周知のことである｡そうした人間生

存の必須条件は人間が意図 した定住地におい

て,人間の技術力によって何 らかの形で獲得

されてきている｡そこで大きな役割を演 じた

人間の技術力は,ただ先天的に賦与されてき

たものではな く,与え られた自然的地域条件

を人間が克服 してゆ く過程の苦 しい自然との

争いか ら生まれてきたものである｡ したがっ

て,人間の生存-の条件が整い得る場所は山

地にも低地にも多 く見出されるが,そこで,

人間生存を確保 した暁にみ られる人間の技術

力 ･生活習慣は,それぞれ異なっている｡ 技

術力は各人間集団に独特なものを生み出し,

それにともなって人間の集団化が促進されて

きたと解釈できよう｡

したがって,上述 した地域社会の形成 も,

実はかかる白然条件に規定されて生まれてき

た ものであると想定される｡5)その意味で,上

述 した地域社会の背景 となる自然的地域構成

を確認 してお くことは,将来の地域社会のあ

り方に関するもっとも根本的な知見を提示す

ることとなろう｡

白然的地域構成をみる上で もっとも基本的

な要因は,地質,地形,気候の一体化 した条

件である｡気候については小地域の場合均質

とみ られるとして,地質と地形が第 1の自然

的な要因といえ,第 2の要因は水である｡第

5)自然条件を全く無視して生まれたものもあるが,
多くの場合,自然条件に規定されている｡

1の要因に規定された水条件によって,人間

の生存の形態が生み出される｡第 3の要因と

して土壌と植生が浮かび上が って くる｡ こう

した三つの要因の組み合わせがい かにこの地

域を構成せ しめているかをみることにしたい｡

Ⅲ- 1 地 質 ･地 形

地質学的構造が地域の地形形成上の原点 と

なっているが,本地域について もそのことが

いえる｡

本地域は海田が述べるように,山地,丘陵,

氾濫原,閉塞低地およびパ レンバ ン近傍台地

に大別できる｡ それをさらに,分水界によっ

て区分すると,表 1に示すような結果 となる｡

こうしてみると,コム リン語系,オガ ン語系,

スムンド語系の大半の言語圏はこうした自然

的条件に規定された状況,人間の活動のしや

すさによるまとまり,がはっきりみ られる｡

コム リン川 最上流部で,Kecamatan プ ラ

ウプ リンギ ン,Kecamatan ムアラドゥアキ

サム お よ び Kecamatan バ ンデ ィンアダン

(BandingAgung)の Margaムカカウイ リル

(Mukakaullil)はスムンド語系である｡ この

うち, Margaスンガイアロ (SungaiAr°),

シンダ ンダナウ (SindangDanau)だけはア

ロ川の水系となっている｡ しか し,いずれ も,

山地部ではあるが比較的標高差が少な く,棉

互の交通が馬によって可能であったため,分

水界をはさみなが らも一つの圏域を形成 して

いる｡ その他はほとんど分水界で, コム ))ン

語系とオガ ン語系が分離されている｡
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表 1 地 形 に よ る 地 域 区 分

山 地

丘 陵

低 地

ほぼ該当する Kecamatan(K)またはMarga(M)名*

Komering水系

K.Ban°ingAgung

K.MuaraDuaKisam

M.MukakauUlu

M.BuayPemaca

RotaMartapura

K.Cempakn

K.BuayMadang

K.KayuAgung

K.TanjungLubuk

K.Pedamaran

K.Sirahpulaupadang

K.Panpangan

- //A :≡:nndgaaigA;oana｡
葛十ii

E ;i

KotaBatuRaja

K.Pengandonnan

M.Lengkayap

M.Kiti

K.Peninjanan

M.PambangSukuIV

M.MuaraKuang

M.LebukKeliat

K.TanjungBatu

K.TanjungRaja

K.Indralaya

K.Pemulutan

K.Belitang

///

*Ⅹecamatanの中が地形的に同一内のものは Kecamatanの名を, 地形的に異なるものは Marga名を

書 く｡

Ⅲ- 2 水 文

上述 した自然的地形区分は,水文的地域条

件をはば定めている｡水文的にみた定住条件

の一つとなる生活との関係をみると,山地部

を除き集落の立地がほとんどコム リン川,オ

ガン川沿いにあり,原始時代的定住の原型が

今なおここにみられる｡生活はすべて,この

水との関係で成 り立っている｡交通は水路に

より,これ らの河川が交通手段となっている｡

タンジョンラジャ,カユアダンはオガ ン川

とコム リン川が非常に接近する部分に当って

おり, 人 々の 交通か らいって, ここに人口

集積がもたらされるようになることは想像に

難 くない｡ シラプラウパダ ン,パ ンパ ンガ ン

(Panpangan)は低湿地の中でも比 較 的高い

ところが多 く,定住地が見出しやすかったよ

うである｡

特にカユアダンを中心とする低湿地はいろ
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いろな意味で住みにくいところであるにもか

かわ らず,かなりの定住がみられるのは,い

わゆるルバ ック (lebak)にみられる独特の稲

作栽培技術を もっていたためとみてよかろう｡

乾期,雨期という自然の水条件の変化に巧妙

に合わせた住民の智恵である｡ これが後述す

る (図 5) 水田 (sawah)圏として浮かび上が

って くる｡同図か らして,こうした条件はコ

ムリン川全体の河川沿いにみられるが,上流

に行 くにつれて量 的 に減少 し,Kecamatan

チュンパ カの スムンダワイ Ⅲ (Semendwai

Ⅲ) あたりから丘陵部に移ることが,水文を

通 じた水田圏の分布か ら明瞭に読みとれる｡

Ⅲ- 3 土 壌

土壌は古川[2]の考察か らわかるように,上

述 した地形条件を明瞭に反映 し,各地域の自

然条件を形成 している｡そしてい くつかの点

で,自然的地域区分の内容を補足的に明 らか
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図4 自 然 的 地 域 構 成

ると,図 4に示すとおりである｡

この図を社会的地域構成 と比較 して,Ke-

camatanレベルの地域単位で,かなりよく一

致 していることがわかる｡ このことか らも,

社会的地域構成が自然的地域構成に相当程度

影響を受けていることがうなずける｡それは

先述 した自然的な地域を人間が克服する過程

で産んできた技術力の発達にともなって生ま

れてきた人間集団の歴史的な所産というべき

ものであろう｡

にする｡その一つは,タンジ

ョンバ トゥやパ ンパ ンガ ンが

パ レンバ ンにみ られる台地的

特性(準平原)をもつ ことであ

る｡ このことは,後述する水

田面積分布 (図 5)でみて も

わかるように水田面積が少な

く, この点を説明 している｡

第 2の点は,先の地形分布

の丘陵部として不明確であっ

たムアラドゥア(MuaraDua)

を 中心 とした地 域 である｡

古川によればガルバ (Garba)

山地,ムアラ ドゥア ･シラス

台地,ダヤ (Daya)およびキ

サム山地の部分である｡ この

地域はほぼ Kecamatan ムア

ラドゥア,Kecamatanシンパ

ン (Simpang)に当る地域で,

言語的にはダヤ語圏である｡

ここは,後述するコーヒーの分布をみると山

地的性格をもつ地域で一つのまとまった圏域

形成のメルクマールとなるものとみ られる｡

第 3点は,先の地形区分ではみ られなか っ

た内陸河谷平野の分布である｡ これが コム リ

ン川沿いの Kecamatan マルタプラ,Keca-

matan ブ ァイ マダ ン (Buay Madang),

Kecamatanチュンパカ および Kecamatan

ブ リタンにおける水田分布を裏付けている｡

Ⅲ-4 自然的地域構成

上述 してきた自然的地域構成をとりまとめ

Ⅳ 生産と生活と交通

自然的地域構成はそれぞれ特色ある地域社

会構成を生み出してきており,地域の生産な

り,生活はそうした地域構成の結果 といえよ

う｡次にそうした地域状況を農業生産か らみ

直 し, さらに地域構成を識別する上での根拠

としておこう｡
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Ⅳ- 1 稲 作

稲作については高谷 [4]が詳 しく報告 して

いるが,ここでは地域区分の上での一つのメ

ルクマールとしての考察に留める｡

低地の稲作は 0Ⅹ_Ⅰのコム リン中流域にみ

られるルバ ック型稲作である｡
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コム リン川下流,オガ ン川下流,特にカユ

アダンを中心にみ られるルバ ック型稲作体系

はこの地域の特色である｡ コム リン,オガ ン

の両河川がパ レンバ ン,パ ンパ ンガンの丘陵

に閉ざされ,地域全体が浸水状態となる｡そ

の水は乾期になるのを待 って,徐々に排水 し

てゆ く｡稲作はこの排水状況に合わせて営ま
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北村 :コムリン･オガン川流域の地域構成

れている｡まさに自然の理に合わせた稲作栽

培方式である｡

図 5は水田 (m2/人)の分布図である｡ル

バ ックは中心部はタンジョンラジャ,および

カユアダン南部,タンジョンルブック (Tan-

jungLubuk),チュンパカ北部である｡Mar-

ga別に水田の分布をみると, 後述する陸田
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(ladang)が多い地域では水田が少ない｡図 5

からみるとこの地域は水田 1,500m2/人 以上

と 1,500m2/人 以下に大別される｡1,500-

1,800m2/人 の マルガ は全 く見当らない｡

1,000-1,500m2/人 の地域は 水田地帯と陸

田地帯の境界に 若干みられる｡ OKU では

Kecamatanチュンパカ に ルバ ックが多 くみ
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られる｡ その他の 地域では, 古川がいう 内

陸河 谷 平 野 であるコタ ･マルタプラ (Kota

Martapura),ブアイマダ ン, ブ リタン に は

500-1,500m2ノ人 の水田がみ られる｡

一方,陸田 (m2ノ人)の分布は図 6に示す

とおりであり,0Ⅹ_Ⅰのタンジ ョンバ トゥ,シ

ラプラウパダ ン,パ ンパ ンガ ンを除いて,ほ

516

ぼ水田分布の裏がえ Lになっている｡

したが って,水田と陸田の合計面積は先に

述べた人口集積地,タ ンジョンラジャ,カユ

アダ ン,バ トゥラジャなどとパ レンバ ン近郊

の台地部分を除いて,約 2,000m2/人 以上

に近い｡特に 2,000 -2,500m2/人 が全体の

36パーセ ン ト,2,000 -3,500m2/人 では54パ

積 (m2/人)
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-セ ン トとなっている｡ これによって,稲作

圏は明確になって くる｡すなわち,水 田圏,

陸田圏,水 田+陸田圏に分 けられる｡最後の

水田･陸田混合地域は,図 7のA,ち,C,す

なわち,パ レンバ ン南部のタンジョンバ トゥ,

シラプラウパダ ンなどの台地 に多 くみ られる｡

陸田圏は OKU の オガ ン川沿いと シンパ ン
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マルタプラ以南の山地である｡ こうした こと

は古川 [2]の土壌区分 とよ く整合 している｡

Ⅳ- 2 コー ヒーとゴムの生産

今 日までのところ, この地域の文化は上述

した稲作圏を背景に して成立 しているが,檀

民地施策などの導入にともなって入 ってきた

♪ .

A . _.A
八

八.. ‥.‥ .～..＼.
_ ^

∧

八･
･･八

▲‖

▲

A

<
A

.
A

<<

,

<｡
d:

B

SITtB.
ヱZ棚(Pm̀:mI

o12343
LJ123.567891日23456789廿1_''34
56789t)123456789小123-556789秒

nlTf:llT::I:)-汁f
rい】I/:7L二J
PITIL
I
Hl.I
rl
Cl*.tヾ

iJ1

ll¥.̀
>1

-f
トー-__+----+-一一一+-I--+一一-1･+-I-1+---I-+一一一一十-一一-I+-I--I
411:14r;
01:三345も78901234567tI99123456789tJi2843678()や128488789'J

図8コーヒー分布図(10m
2/人)

517



東南アジア研究 17巻 3号

農産物にゴムとコーヒーがある｡次にこれ ら

の地域的な分布をみてみよう｡

コー ヒー(10m2/人)の分布は山地および開

析丘陵地域に限定 される｡(図 8)すなわち,

コム リン川のムアラ ドゥア上流部に限定 され

る｡ こうした地域に限 られて分布することは,

一方では,植民地施策上のことも大 きな原因
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であろうが,立地上特性 も大いに関与 してい

るものと考え られる｡ これ ら2地域が,それ

より北部 と明 らかに地域特性が異なっている

ことか らも推察できる｡

一方,ゴム (0･1- 2/人)の分布については

図 9に示すとおりであるが, コム リン川流域

にはほとんどみ られず,バ トゥラジャを中心
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とするオガ ン水系の陸田地域にみ られる｡密

度 としては約 1,000m2/人 以上が,ゴムの産

地特性を示 している｡ このゴムの分布でみて

も,バ トゥラジャを中心 とするオガ ン川周辺

は一つの圏域を形成 しているとみ られ る｡

Ⅳ-3 生 活

生活の水準について,電話台数,テ レビ台
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敬,道路などを調査 したが,明確なデータと

な って こなか った｡図10に示す ようにテ レビ

(台 /1,000人)の分布図が得 られたが, それ

らは人 口集積地にみ られることがわかる｡さ

らに住宅などについての検討が必要であ った

が,地域計画構想 レベルの地域構成分析上は

生活 に関す る地域構成は人 口集積度を判断す

るに留めた｡
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図11 道 路 ･水 路 図

サム (Kisam)とシンパ ン との結節性 も道路

が悪 くあまり高 くない｡

こうした地域内の結節性を人 口集積 との関

係でみると,OKIにはパ レンバ ンを中心 と

した圏域 とタンジ ョンラジャーカユアダ ン圏

域が形成 されている｡そ して,特 に最近はイ

ン ドララヤが道路の関係か ら要所的位置を占

めるようにな り,かつてのパ レンバ ンープム

ル タンー タンジ ョンラジャの軸がパ レンバ ン

ー イ ンドララヤー タンジ ョンラジャへ移行 し

つつある｡それにともない, シラプラウパダ

ンなどで道路が無いために人 口集積度がやや

下落 しつつあるところがみ られる｡

0Ⅹ_U ではバ トゥラジャとプアイブムカバ

ンサ ラジャ,マルタプ ラが中心地で,交通は

ほぼ従来か らの ものに留まっている｡ しか し,

今後は マル タプラが ランボン (Lampung),

ラ- ッ ト,パ レンバ ンの三つの方面-の分岐

点 となることか ら,交通上の要所 とな ってゆ

くであろう｡

Ⅳ- 4 交 通

交通は等質的地域相互に結節性を

付与す ることで重要な要因である｡

したが って,地域構成をみる上で交

通量調査などが必要 となるが,調査

時問の限界か ら,交通路線について

の自動車の通行難易度を実態的に確

認す ることで代替す るに留まった｡

図11は地域内交通路線の主な通行

難易度である｡ この コム リン,オガ

ン流域で上下流を結ぶ,かつての交

通はまさにコム リン,オガ ン両河川

であ った｡ したが って,集落 も,す

でに述べたとお り河川沿いに立地 し

ている｡山地部で道路を使用 した馬

などの交通がややみ られる｡ こうし

た ことか らも,先に述べた地域社会

構成が河川水系を軸に出来上が っているとみ

られる｡

一方,近年 にな り,鉄道,道路の発達か ら新

しい交通手段が生 まれ,河川一集落系の交通

体系か ら,道路一集落系の交通体系に移 り変

り,今 日では,地域間の結節性は順次道路一

集落系に移行 しつつある｡ したが って,本地

域の もっとも大 きい結節軸は,パ レンバ ンー

イ ンドララヤ (Indralaya)- タンジ ョンラジ

ャー カユアグ ンーチュンパカー マルタプラー

シンパ ンー ラナウ湖 という軸である｡一方,オ

ガ ン ･コム リン両水系を結ぶ ものはタンジ ョ

ンラジャー カユアダ ンとバ トゥラジャー マル

タプ ラ, シンパ ンーバ トゥラジャ程度である｡

オガ ン系 の結節性は ムンダ ラ (Mendala)

まで鉄道があり,一定の役割を果たすが,そ

の後鉄道が本流域外-出るため,オガ ンの旧

河川沿いの結節性は弱い｡バ トゥラジャか ら

スギワラス (Sugiwaras)を 越 え ラ- ッ ト

(Lahat)方面の道は予想以上に悪い｡またキ

520



北村 :コム リン ･オガン川流域の地域構成

Ⅴ 地域構成の総括

上述 したい くつかの地域構成を総括的にと

りまとめ,合わせて各サブ地域について若干

の特性評価を加えておこう｡

Ⅴ-1 地 域 の 構 成

Ⅱ,Ⅲ章で述べた各要因別地域構成を, Ⅳ

章の地域別生産特性を参考にして総括 してみ

ると,図12に示すとおりである｡パ レンバ ン

北部の低湿地を含めてみると9地域 (27サブ

地域)に分けられる｡その地域別特性の概要

は表 2に示すとおりである｡

パ レンバ ン以北は パ レンバ ン と各 Keca-

matan単位の サブ地域に分けて 考える｡ 都

市 ･工業化地域と未開低湿森林地域である｡

OKIは低地 ルバ ックを主体とす る地域と

周辺の台地または丘陵部に分けられる｡中央

の 3-1はタンジョンラジャ,カユアダンとい

う人口集積地の中心地である｡

OKU の丘陵地帯はコム リン川とオガン川

の水系で 2分される｡それぞれ,プアイブム

カバ ンサラジャ,バ トゥラジャが人口の中心

地である｡

山地部はスムンド言吾系,ダヤ語系およびラ

ナウ語系の三つの地域に大別 される｡ このう

ち,ダヤ語系の地域が丘陵部との中間地帯に

当っている｡

Ⅴ-2 類型別地域特性

次に地域類型別にその特性を簡単に評価 し

てお くこととしよう｡

図12 地 域 構 成 図

パ レンバ ン地域 (1-1)は台

地 となっている｡そうした定住

上の利点を みて上記 の コム リ

ン, オガン川上流の山地系民族

によって都市化されず,む しろ

海洋性民族により発達 してきた

とみられる｡ したがって,パ レ

ンバ ンには,山地,丘陵,低湿

地とは全 く異なった文化がみ ら

れる｡特にインドネシア最大の

石油産業の立地がその異質性を

一層強めている｡しか しなが ら,

その台地的特性をもつ地域はシ

ラプラウパダ ン,ジュジャウィ,

クマン,パ ンパ ンガ ンを含めて

もそれほど広域ではない｡

こうした定住上重要な自然的

立地条件は今 日,十分に考慮す

ることが大切である｡

パ レンバ ン北部の未開地は低

湿地であり,定住上の立地条件

は必ず しも好ましい地域とはい
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えない｡現在あるウパ ン (Upang)を中心と

する潮汐漕概を考慮 した移住計画 も,地域計

画的観点か らするとまだ十分検討すべき課題

が多い｡

第 3ブロックは本対象地域の中で特に興味

深いルバ ック文化圏の中心地である｡コム リ

ン-オガ ン両川の最近接点で,河1日交通を唯

一の交通手段とした時代では,そうした点に

人口集積がみられるのは当然のことである｡

現在 もタンジョンラジャ,カユアダンはパ レ

ンバ ン,マルタプラ交通の要所となっている｡

この地域の開発の課題はまさにルバ ック開発

であるが,何分広域に及ぶので,その開発の

順序はルバ ックの特性を踏まえて慎重に検討

する必要がある｡ しか も,その開発に当って

は,道路交通のあり方が開発の要となる｡今

日までの水路交通体系から道路交通体系に急

転換を迫 られることとなる｡そのために生 じ

表2 地 域

中心都市(集落)

Palembang

て くる地域社会内における細かい結節性が大

転換を迫 られることになり,ひいては地域社

会全体の構造変化につなが って くる｡ インド

ララヤーパ レンバ ン道路近傍において,この

現象がすでに生 じている｡ こうした点を十分

考慮に入れて,ルバ ック開発の方策を講 じ,

より生産性の高い地域形成を図るべきところ

であろう｡ルバ ック開発に関連 して,集落近

傍地には開発余地がまだまだ残されている｡

この際,単なるルバ ック開発のみを実施する

のではな く,集落近傍にある畑地,樹園地開

発,集落の居住環境の整備などを総合的に推

進することも重要な地域開発の課題であると

いえる｡

また,この地域は閉塞低地,広域排水不良

地帯であるので,広域的排水処理を考慮 しな

くてはならない地域であるo

OX.U の第 5地域は丘陵域のコム リン川中

特 性

人口
(千人)
680*

口 語

(マ レ一系)
Sungsang-Upang
TanjungRaja-KayuAgung

同 上

MuncakKabau-
Martapura

BatuRaja
MuaTaDu且

水 稲 田

(マ レ一系)

コム リン,
オ ガ ン 水 田

水田+陸田

開発特性ノヾターン

都 市

電ih琶i低 湿 地

ル ノヾ ッ ク

多

水田+陸田 有

ノレ′ヾ ック+
アランアラン

ルバ ック+アランアラン

オ ガ ン

ダ ヤ(コムリン系)

MuaraDuaKisam

陸 田

水田+陸田 多

多 アランアラン

な し F山 地+丘 陵

スムンド(マレ一系)

SimpangSender
*南スマトラ統計書(1976)
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ラナウ(コムリン系)**調査データ(1978)

水田+陸田

水田+陸田

多

多

山 地

山 地
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流域である｡ この地域はかつて, コタヌガラ

(Kotanegara),チュンパカを中心 とす るコム

リン語圏である｡ コム リン川周辺は古川によ

れば内陸河谷平野で,オガ ン川水系 と異な り,

かな りのルバ ックが残 っている｡ したが って,

この地域は第 3地域 と似て,ルバ ック開発,

交通路開発が大 きな課題 といえる｡ ここは第

3地域 と異な り,ルバ ックの周辺にアランア

ラン (alang-alang)の丘陵があるO したが っ

て, この地域の開発 には次の第 6地域におけ

る開発 と同様の問題が含まれている｡

第 6地域は陸田中心に発達 した地域であ り,

オガ ン川流域である｡バ トゥラジャを中心 に

して今後の開発が待たれているところで,バ

トゥラジャ近傍の移住計画は新 しい試みであ

る｡ この移住計画は ウパ ンの場合 と異な り,

集落のまとまりを中心 に考え られてお り,そ

の成否が今後の新 しい鍵で もあろう｡また こ

の地域 とパ レンバ ンへの交通路の整備が不十

分である｡

第 7地域はダヤ語系, コー ヒー生産があり,

Ⅵ 考

地域計画構想を作成す る上で基礎 となる地

域構成の分析を, コム リン ･オガ ン川水系に

ついて試みた｡調査期間,資料,調査技術な

どの限界か ら十分な成果を得 られなか ったが,

それにつ き若干の考察を加えてお くこととし

た い ｡

(1) 自然的地域構成 と社会的地域構成の関

係 Kecamatan程度の 規模であれば, 自

然的地域単位 と社会的地域単位が非常 に近似

していることが認め られた ｡ したが って,也

域計画構想の作成に当っては,自然的地域構

成 と社会的地域構成の関係性を十分尊重 して

お くことが大切である｡

(2) 経済活動 と地域構成 この分析では

経済活動の分析はデータの関係か ら断念 しな

コム リン水系が中心で,オガ ン水系 とは異な

った地域である｡ また,第 8,第 9地域の山

地域 と比べて傾斜がゆる く,いろいろな意味

の農業開発の方向が求め られ る地域である｡

ムアラ ドゥアを中心 に今後の展開を模索すべ

きところである｡

第 8地域はコム リン川の一つの最上流域で

あるが,いろいろな点で他の地域 と異なる特

徴を もつ｡高地マ レー語のスム ンド語系の山

地族である｡水 田だけでな く,陸田もあ り,

コー ヒーもあ り,いろいろな ものが混在 して

一つの文化圏を形成 している｡

最後の第 9地域は一部 にスム ンド語圏を含

むが,地形的な条件か ら一つのまとまりある

地域 とみるのが妥当である｡ ラナウ湖あた り

は生活の環境 もよ く,避暑地的なところであ

り,温泉 も出る｡将来的には レク リエーショ

ン地域 としての視角か らも検討す る必要のあ

る地域である｡ 農業はコー ヒーが中心で,比

較的安定的な地域である｡

察

くてはな らない面が多 く,推論の域を出ない｡

しか し,構想作成 レベルであれば,特 に問題

にな らないと考え られる｡む しろ,経済活動

の分析 もこうした地域構成を基礎 にすべ きと

ころであろう｡

(3) 地域構成のための地域要因 本研究

において調査 した地域要因はいろいろと重ね

て20種以上になるが,実質的に地域区分の上

で有用であった要因は,水 田と陸田,および

コー ヒーの分布 と地形,土壌条件など 5種類

程度である｡調査データ数 に比べ,実質的な

要因は極めて少ない｡ この ことか ら, このよ

うな計画 目的にそ った地域構成の分析におい

ては,注意深い地域観察で要因を限定 して も,

結果 にさほど影響 しない｡ したが って,そ う
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した場合の技術的経験の蓄積は重要 と思われ 本分析においては相応の有用性は認め られた｡

る｡

(4) Marga データの有用性 Margaか

ら直接データを集めることは危険であったが,

問題は調査技術上の点検の くりかえ しにかか

っている｡

あ と が き

発展途上国における地域構成分析は初めて

であったが,上述 したい くつかの問題点はあ

るが一応の成果は得 られたと思 う｡本地域の

地域計画の構想を作成上で,何 らかの参考に

なると幸いである｡
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